


















































































































Classification of Diseases and Related Health Problems)の第四回改訂版(いわゆ





























集している『精神障害の分類と診断の手引j(The Diagnostic and Statistical 
Manual of Mental Disorders)の第4版本文改訂版(いわゆる DSM-IV寸 R)が精
神疾患の分類として利用されている。





















































疾患名 。歳 1-4歳 5サ歳 10-14歳15-19歳全年齢総数|
血管性および詳細不明の認知症 145 
アルコール使用〈飲酒〉による 。 51 
精神および行動の障害
その他の精神作用物質使用によ 。 。 。 9 
る精神および行動の障害
統合失調症，統合失調症型障害 。 。 l 3 10 757 
および妄想性障害
気分(感情)障害 。 。 1 2 12 924 
神経症性障害，ストレス関連障 。 1 3 6 18 585 
害および身体表現性障害
精神遅滞[知的障害] l 8 5 2 2 68 
その他の精神および行動の障害 。 14 18 10 7 124 
総患、者数 1 22 27 22 49 2，647 
(平成17年10月現在)









男子 女子 計 者総数
1.症状性を含む器質性精神障害 23 23 46 61，027 
アルツハイマー病型認知症状 。。。22，356 
血管性認知症 1 。 1 19，001 
上記以外の症状性を含む器質性精神障害 22 23 45 19，670 
2.精神作用物質使用による1符神および行動の障害 3 8 11 16，115 
アルコール使用による精神および行動の障害 。 l 1 14，548 
tせい剤による1背神および行動の障害 。 1 1 762 
アルコール，党せい部を除く精神作用物質使用による精神
3 6 9 805 および行動の陣容
3.統合失調症，統合失調型障害および妄想性障害 375 411 786 192，329 
4.気分(感 m障害 58 137 195 25，335 
5.神経症性障害，ストレス関連障害および身体表現性障害 94 204 298 6，026 
6.生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 17 122 139 890 
7.成人のパーソナリティおよび行動の障害手 4 41 45 1，917 
8.精神遅滞[知的障害] 50 33 83 7，774 
9.心理的発達の障害 130 49 179 479 
10.小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害
92 51 143 486 (および特定不能の精神障害)
てんかん(1.に隠さないものを計上) 21 15 36 4，741 
そのf通 36 51 87 3，189 







































































































































1ヶ月以上 3ヶ月以上 6ヶ月以上 1年以上 5年以上 10年以上
合計
3ヶ月未満 6ヶ月未満 1年未満 5年未満 10年未満 20年未満
措霞入院 14 5 4 2 3 。 。28 
医療保護入院 349 348 169 95 101 2 。1，064 
任窓入院 323 247 103 69 46 1 。789 
その他入院 16 16 12 18 44 39 22 167 










































































ている。なお， 1収容鑑別の基準について(通達)Jでは， 1第3 収容鑑別の


































































































































































































































































































9 平成 5 (1993)年の一部改正により， I精神病者(中毒性精神病者を含む。)，精神
薄弱者及び精神病質者Jを「精神分裂病，中毒性精神病，精神薄弱，精神病質その他
の精神疾患を有する者Jに改めるものとされた。









































































































35 See David S. Tanenhaus， Juvenile Justice in the Making， Oxford University 














43 拙稿 IW非行少年Jと責任能力(l)J早稲田法学85巻2号 (2010年)67頁参照。
44 奥村=野村・前掲注(5)146頁参照。
45 奥村=野村・同上147-148頁。
46 松本俊彦『薬物依存の理解と援助 「故意に自分の健康を害するJ症候群j(金剛出
版， 2005年)203頁，和田清「有機溶剤吸引の入り口としての喫煙:1994年千葉県中
学生調査より」学校保健研究45号 (2004年)512-527頁，鈴木健二=村上優=紅岳文
二藤林武史=武悶綾=松下幸生ニ白倉克之「高校生における違法性薬物乱用の調査研
究」日本アルコール・薬物医学会雑誌34巻5号(1999年)465-474頁参照。
47 松本・向上206頁参照。
